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１．汚泥肥料製造事業者へのアンケート調査結果概要

 関東農政局において汚泥肥料の登録事業者247件を対象に、郵送アンケートを実
施。結果は以下の通りである。

＜関東農政局管内における汚泥肥料製造事業者への郵送アンケート調査結果＞

2022年8〜9⽉上旬 関東農政局において汚泥肥料の登録事業者247件に対し、
アンケート協⼒依頼の架電

2022年9⽉中旬〜下旬 アンケート了承の232件に対して、郵送アンケート

2022年10⽉上旬〜
11⽉上旬

アンケート回収促進の架電を実施し、125件の回答を取得
（回収率（53.8％））
→現状、汚泥肥料を製造販売している事業者︓92件
現状、汚泥肥料を製造販売していない事業者︓33件

2022年11⽉中旬〜下旬 アンケート集計分析
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１．汚泥肥料製造事業者へのアンケート調査結果概要
（１）汚泥肥料の販売動向＜現状、汚泥肥料を製造販売している事業者＞

 汚泥肥料の販売について、
有料販売の有無を聞いたと
ころ、「有料で販売」が50
件（56.2％）、「無料配
布」が39件（43.8％）と
いう結果であった。

＜汚泥肥料の主な販売先(複数回答)＞

  

ｎ %

無料配布 39 43.8

有料で販売 50 56.2

合計 89 100.0

他、無回答3件

無料配布
43.8%有料で販売

56.2%

(n=89)

＜汚泥肥料の有料販売の有無(単⼀回答)

  

ｎ %

近隣住民に供給 56 62.2

農業者に供給 50 55.6

肥料卸を通じて供給 14 15.6

ＪＡを通じて供給 10 11.1

肥料原料として、肥料メーカーへ供給 12 13.3

その他 13 14.4

合計 90 100.0

他、無回答2件

62.2

55.6

15.6

11.1

13.3

14.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

近隣住⺠に供給

農業者に供給

肥料卸を通じて供給

ＪＡを通じて供給

肥料原料として、肥料メーカーへ供給

その他
(n=90)

(%)

 汚泥肥料の主な販売先は、「近隣住⺠」が56件（62.2%）と最も多く、次いで「農
業者」が50件（55.6％）、「肥料卸を通じて」が14件（15.6％）という結果に
なった。その他は、「学校」や「直売所」、「ゴルフ場」等の回答があった。
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＜現在、供給している汚泥肥料を利⽤している農家(複数回答)

 現在、供給している汚泥肥料を利⽤している農家を聞いたところ、「葉菜類（レタ
ス、⽩菜、ﾎｳﾚﾝｿｳ等）⽣産農家」が49件（59.8%）と最も多く、次いで「根菜類
（⼤根・⼈参等）⽣産農家」が33件（40.2％）、「果樹⽣産農家」が29件
（35.4％）と続いている。

 その他の回答としては、「利⽤⽬的に関する情報を収集していない」が10件と最も
多く、次いで、「花き⽣産者」が4件、「ゴルフ場」と「酪農」が2件と続いている。

ｎ %

水稲生産農家 21 25.6

大豆生産農家 11 13.4

麦類生産農家 11 13.4

果菜類（トマト・ナス等）生産農家 29 35.4

葉菜類（レタス、白菜、ﾎｳﾚﾝｿｳ等）生産農家 49 59.8

根菜類（大根・人参等）生産農家 33 40.2

イモ類生産農家 28 34.1

果樹生産農家 29 35.4

茶生産農家 15 18.3

その他 30 37.0

合計 81 100.0

他、無回答11件

25.6

13.4

13.4

35.4

59.8

40.2

34.1

35.4

18.3

37.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

⽔稲⽣産農家

⼤⾖⽣産農家

⻨類⽣産農家

果菜類（トマト・ナス等）⽣産農家

葉菜類（レタス、⽩菜、ﾎｳﾚﾝｿｳ等）⽣産農家

根菜類（⼤根・⼈参等）⽣産農家

イモ類⽣産農家

果樹⽣産農家

茶⽣産農家

その他(n=81)

(%)

１．汚泥肥料製造事業者へのアンケート調査結果概要
（１）汚泥肥料の販売動向＜現状、汚泥肥料を製造販売している事業者＞
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＜汚泥肥料を利⽤した効果について(単⼀回答) )  汚泥肥料を供給している農
家やJA・肥料卸、肥料メー
カーから、汚泥肥料を利⽤
した効果について聞いたこ
とがあるかどうかを聞いと
ころ、「利⽤効果が聞いた
ことがある」が58件
（68.2%）となっており、
半数以上を占めた。

利⽤効果の話を
聞いたことがあ

る 68.2%

利⽤効果の話は
聞いたことがな

い 31.8%

(n=85)

ｎ %

肥料にかけるコストが削減できた 33 57.9

農作物の品質が向上した 46 80.7

農作物の収量が向上した 28 49.1

汚泥肥料を利用し、農作物ブランド化に繋がった 2 3.5

ペレット化により施肥しやすくなった 6 10.5

その他 11 19.6

合計 56 100.0

他、無回答2件

57.9

80.7

49.1

3.5

10.5

19.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

肥料にかけるコストが削減できた

農作物の品質が向上した

農作物の収量が向上した

汚泥肥料を利⽤し、農作物ブランド化に繋がった

ペレット化により施肥しやすくなった

その他
(n=56)

(%)

＜汚泥肥料を利⽤したことによるプラスの効果について(複数回答) )

 汚泥肥料の利⽤効果があると回答した事業者に、具体的な効果を聞いたところ、
「農作物の品質が向上した」が46件（80.7%）と最も多く、次いで「肥料にかけ
るコストが削減」が33件（57.9％）や、「農作物の収量が向上」が28件
（49.1％）となっている。

１．汚泥肥料製造事業者へのアンケート調査結果概要
（2）汚泥肥料の利⽤効果＜現状、汚泥肥料を製造販売している事業者＞

n ％

利用効果の話を聞いたことがある 58 68.2

利用効果の話は聞いたことがない 27 31.8

合計 85 100.0

他、無回答７件
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＜汚泥肥料を利⽤したことによるプラスの効果（その他の回答）)

１．汚泥肥料製造事業者へのアンケート調査結果概要
（2）汚泥肥料の利⽤効果＜現状、汚泥肥料を製造販売している事業者＞

 主に野菜（葉物野菜）に効果あり。

 ⼟壌改良効果

 微⽣物の作⽤で⼟が柔らかくなり⽣育がよい。根張りや⽔はけが良い。施肥効果が⻑く続き、
緩効性である。正しい発酵処理をされた肥料なので善⽟菌が多く連作障害を防げる。

 利⽤者の評判は良好で、リピーターも多い。

 連作障害に効果があった。ネコブセンチュウを抑制する作⽤があった。

 連作障害に効果があった。

 ⼟壌の⽣物が増えた。

 ⼟壌改良効果があった。

 ⼟が柔らかくなった（⼟壌改良効果）。

 ⽜ふん堆肥の単肥で施⽤するより、汚泥肥料を施肥することにより、⼟づくりと施肥効果が
望めるようになった。

 根張り、葉の⾊の改善、⼟質の向上
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＜汚泥肥料を販売拡⼤のため必要な取組と、既に取組んでいること(複数回答)＞

59.1

54.5

53.0

34.8

25.8

30.3

34.8

21.2

22.7

31.8

1.5

56.1

66.7

40.9

47.0

28.8

13.6

42.4

28.8

25.8

15.2

13.6

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

臭い軽減対策

⼗分な発酵

肥料成分の安定性の確保

物理性の改善
（⽔分・粒状化・ペレット化等）

肥料成分の表⽰、肥料の利⽤⽅法など
ホームページ等で告知
有害成分（重⾦属）分析結果を

ホームページ等で告知

肥料の配送（有償・無償問わず）

汚泥肥料の施肥⽅法の情報提供

汚泥肥料の散布や施肥作業のサポート
（圃場へのすき込み等）

汚泥肥料の使い⽅などの勉強会・交流会等

施⽤による農産物への効果やコスト削減の
事例を広く伝える取組

その他

必要と考える取組(n=66) 既に取り組んでいること(n=66)

(%)

１．汚泥肥料製造事業者へのアンケート調査結果概要
（3）汚泥肥料の拡⼤のため、必要と考える取組、既に取組んでいること
＜現状、汚泥肥料を製造販売している事業者＞

 汚泥肥料の販売拡⼤のため、必要と考える取組と既に取組んでいることとの回答に差があるも
のは、「施⽤による農産物への効果やコスト削減の事例を広く伝える取組」（18.2ポイン
ト）、「肥料成分の安定性の確保」と「有害成分（重⾦属）分析結果をホームページ等で告
知」（共に12.1ポイント）であった。

ｎ % ｎ %

臭い軽減対策 39 59.1 37 56.1

十分な発酵 36 54.5 44 66.7

肥料成分の安定性の確保 35 53.0 27 40.9

物理性の改善（水分・粒状化・ペレット化等） 23 34.8 31 47.0

肥料成分の表示、肥料の利用方法などホームページ等で告知 26 39.4 19 28.8

有害成分（重金属）分析結果をホームページ等で告知 17 25.8 9 13.6

肥料の配送（有償・無償問わず） 20 30.3 28 42.4

汚泥肥料の施肥方法の情報提供 23 34.8 19 28.8

汚泥肥料の散布や施肥作業のサポート（圃場へのすき込み等） 14 21.2 17 25.8

汚泥肥料の使い方などの勉強会・交流会等 15 22.7 10 15.2

施用による農産物への効果やコスト削減の事例を広く伝える取組 21 31.8 9 13.6

その他 1 1.5 1 1.5

合計 66 100.0 66 100.0

(1)必要と考える
取組

(2)既に取組んで
いること
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＜汚泥肥料のメリット⾯として、農業者に伝えたいこと(複数回答)＞

 汚泥肥料のメリット⾯として、農業者に伝えたいことは、「化学肥料に⽐べて、価
格が安い」が46件（63％）と最も多く、次いで「⼟づくり効果がある」が37件
（50.7％）、「⼟壌改良効果が⾼い」が34件（46.6％）、となっている。

 その他の回答では、「汚泥を⼀般廃棄物として処分しないことにより、SDGsの推
進に貢献」や「持続可能な資源活⽤への寄与」といった資源の有効利⽤や、「分析
済みのものを引き渡しているので、安⼼・安全」、「化学肥料の供給不安に対する
リスク回避」といったものがあった。

ｎ %

化学肥料に比べて、価格が安い 46 63.0

ペレット商品だと施用しやすい 10 13.7

土壌改良効果が高い 34 46.6

土壌中の微生物の働きが良くなる 30 41.1

土づくり効果がある 37 50.7

農作物の収量が上がる 23 31.5
化学肥料に比べて、土壌に与える負荷が小さ
いため、環境にやさしい 25 34.2

その他 7 9.6

合計 73 100.0

63.0

13.7

46.6

41.1

50.7

31.5

34.2

9.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

化学肥料に⽐べて、価格が安い

ペレット商品だと施⽤しやすい

⼟壌改良効果が⾼い

⼟壌中の微⽣物の働きが良くなる

⼟づくり効果がある

農作物の収量が上がる

化学肥料に⽐べて、⼟壌に与える負荷が⼩さいため、
環境にやさしい

その他(n=73)

(%)

１．汚泥肥料製造事業者へのアンケート調査結果概要
（4）汚泥肥料のメリット＜現状、汚泥肥料を製造販売している事業者＞
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１．汚泥肥料製造事業者へのアンケート調査結果概要
（5）現状、汚泥肥料を製造販売していない事業者

＜汚泥肥料の製造・販売を中⽌した理由(複数回答)

 汚泥肥料を製造・販売を中⽌した理由を聞いたところ、「設備の⽼朽化に伴う、維持
管理費の上昇」が7件（21.9％）、「汚泥肥料の販売で苦戦」が4件（12.5％）、
「汚泥肥料を製造する上での⽣産コスト（燃料費）の上昇」が2件（6.3％）、「汚泥
性状の悪化（肥料化に適さない汚泥が増えたため）」が1件（3.1％）、「その他」が
25件（78.1％）という結果であった。

 その他の回答では、東⽇本⼤震災により⽣産機械が故障、放射性物質検出のため、等
の東⽇本⼤震災関連の回答が8件と最も多く、次いで設備故障関連などの回答が4件
あった。また、利⽤する農家の減少、異物（⾦属等）管理の問題や、利⽤者から髪の
⽑の混⼊が多いなどの苦情があったため、等の回答があった。

ｎ %

設備の老朽化に伴う、維持管理費の上昇 7 21.9
汚泥肥料を製造する上での生産コスト（燃料
費）の上昇 2 6.3
汚泥性状の悪化（肥料化に適さない汚泥が増え
たため） 1 3.1

他のリサイクル方法（燃料化等）に変更 0 0.0

汚泥肥料の販売で苦戦 4 12.5

その他 25 78.1

合計 32 100.0

21.9

6.3

3.1

0.0

12.5

78.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

設備の⽼朽化に伴う、維持管理費の上昇

汚泥肥料を製造する上での⽣産コスト（燃料費）
の上昇
汚泥性状の悪化

（肥料化に適さない汚泥が増えたため）

他のリサイクル⽅法（燃料化等）に変更

汚泥肥料の販売で苦戦

その他(n=32)

(%)
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２．汚泥肥料関係者へのヒアリング調査

 12⽉〜１⽉末に掛けて、以下の汚泥肥料関係者へヒアリング調査（約20件）を実
施。

主なヒアリング先

汚泥肥料製造事業者
株式会社アサギリ、富⼠バイオテック株式会社、伊那中央⾏政組合、
よりいコンポスト株式会社、ハナマルキ株式会社、ゴールドパック株
式会社

肥料製造事業者 朝⽇アグリア株式会社、エムシーファーティコム株式会社

⾃治体・JA 埼⽟県、茨城県、静岡県富⼠宮市、JA全農さいたま、三浦地域資源
ユーズ株式会社

汚泥肥料を利⽤してい
る⽣産者

ブロッコリー⽣産者（約80ha)、ネギ⽣産者（約10ha)、ブロッコ
リー/レタス⽣産者（約15ha)、キャベツ/ネギ⽣産者（約18ha)

汚泥肥料
未利⽤⽣産者

タマネギ⽣産者（約1ha)、キャベツ/ニンジン⽣産者（約4ha)、ニン
ジン/キャベツ⽣産者※（約5ha)、ネギ/枝⾖⽣産者※（約7ha) ※
⼀部試験的に汚泥肥料を利⽤

＜ヒアリング調査対象先＞

＜主なヒアリング項⽬＞
汚泥肥料における主な取組/汚泥肥料を利⽤し、化学肥料に⽐べた導⼊メリット/汚泥肥料を利
⽤する上での課題・問題点/汚泥肥料が普及拡⼤するための条件/他
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２．汚泥肥料関係者へのヒアリング調査

汚泥肥料における課題・問題点

汚泥肥料製造事
業者

• “汚泥＝ゴミ”という悪いイメージが世間に浸透している。汚泥肥料の正し
い理解が不⾜している。

• 汚泥肥料を有機農業でも使えるようにして欲しい。そうすることで、イ
メージの改善、導⼊促進につながる。

⾃治体・JA • 汚泥肥料の販売先拡⼤が課題。⾃治体の下⽔汚泥の取組みで、上⼿くいっ
ている事例があれば、教えて欲しい。

汚泥肥料を利⽤
している⽣産者

• 粉状汚泥肥料を利⽤する上では臭気が問題。臭いがひどいため、従業員が
散布作業を嫌がる。また、化成肥料⽐べて、施肥量が多いため、施肥作業
時間が⻑くなる点が課題。

• ペレット汚泥肥料は、粉状に⽐べて、臭気も軽減され、機械施肥に適して
いることから、施肥作業に関する課題は少ない。⼀⽅で、ペレット化する
と価格が⾼くなるので、汚泥肥料のメリットであるコスト削減効果が無く
なる点が課題。

汚泥肥料
未利⽤⽣産者

• 汚泥肥料を利⽤しない理由は、臭気の問題（近隣に住宅があると利⽤でき
ない）と、重⾦属の問題をリスクとしている。

• また、汚泥肥料の効果的な施肥⽅法が分からないため、利⽤していない。

＜ヒアリング調査概要（抜粋）＞
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３．品質管理に取組む汚泥肥料⽣産者マップのご紹介

14

３．品質管理に取組む汚泥肥料⽣産者マップのご紹介
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主な汚泥由来の肥料の種類と特徴 参考資料

16

新たな公定規格「菌体肥料」による効果 参考資料
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登録申請マニュアル
菌体肥料について

　肥料の品質の確保等に関する法律に基づき定められた普通肥料の公定規格が改正され、 令和３年12月１日から、 新た

に菌体肥料の規格が設定されました。

　従前、「工業汚泥肥料」 又は当該肥料を堆積若しくは攪拌し、腐熟させた 「汚泥発酵肥料」 に分類されていたもののうち、

原料規格で定める食品製造業等における主産物製造排水を活性スラッジ法により浄化する際に得られる菌体を原料とする

肥料については、 有害物質の混入の恐れが少ないことから、 成分保証が可能な肥料として生産できるよう 「菌体肥料」

という新たな規格を設定することとしたものです。

　なお、 「菌体肥料」 に該当する肥料については、 引き続き 「汚泥肥料」 としての登録も可能です。

「菌体肥料」

（昭和61年農林水産省告示第284号）

肥料の品質の確保等に関する法律に基づき普通肥料の公定規格を定める等の件

肥料の種類 含有すべき主成分の最小量 （％） 含有を許される有害成分の最大量 （％） その他の制限事項

菌体肥料

（次に掲げる肥料をいう。

一　専ら原料規格第二中十五の項

に掲げる原料を使用したもの

二　原料規格第二中十五の項に掲

げる原料又は当該原料に原料

規格第一に掲げる原料を混合

したものを堆積又は撹拌し、

腐熟させたものをいう。）

主成分別表第一のとおり 一　く溶性りん酸を含有する原料及び

可溶性りん酸を含有する原料を使

用する肥料にあつては、 く溶性り

ん酸又は可溶性りん酸のいずれか

一を保証するものであること。

二　アルカリ分を含有する原料及び石

灰を含有する原料を使用する肥料

にあつては、 アルカリ分又は石灰

のいずれか一を保証するものであ

ること。

三　植害試験の調査を受け害が認めら

れないものであること。

四　牛等由来の原料を使用する場合に

あつては、 管理措置が行われた

ものであること。

五　牛等の部位を原料とする場合にあ

つては、 脊柱等が混合しないも

のとして農林水産大臣の確認を受

けた工程において製造されたもの

であること。

ひ素

カドミウム

水銀

ニッケル

クロム

鉛

0.005 

0.0005 

0.0002 

0.03 

0.05 

0.01 

分類番号 原料の種類 原料の条件

備考

一

二

三

四

動植物質のものに限る。

粉砕、 濃縮、 脱水、 乾燥等の加工を行ったものを含む。

規則第四条第四号に掲げる材料又は水を使用したものを含む。

排水処理施設から生じた汚泥以外のものであること。

原料規格第一

一 動物由来物質
イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

魚介類 （ロに掲げるものを除く。）

魚介類の臓器を収集したもの （発酵させたものを含む。）

繊維工業において副産された動物性繊維

食料品、 飲料又は飼料の製造副産物 （魚介類を除く。）

にかわ製造業、 ゼラチン製造業又はなめし革製造業 （クロムなめし革製造業を除く。） において

副産されたゼラチン又はコラーゲン含有物

イ、 ハ、 ニ、 又はホを発酵させたもの

二 植物由来物質

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

農産物の生産の過程で発生した残さ （植物質のものに限る。）

若しくは海藻又はこれらに酵素を加えたもの

食料品、 飲料又は飼料の製造副産物

廃糖蜜

でんぷん製造副産物

イ、 ロ、 ハ又はニを発酵させたもの

三 菌体由来物質

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

食料品、 飲料又は飼料の製造における発酵副産物

漢方薬又はペニシリンの製造における発酵副産物

食料品用酵母の製造副産物

発酵工業において副産されたエチルアルコール、 くえん酸、 乳酸等の製造における発酵副産物

培養によつて得られる菌体を乾燥したもの

培養によつて得られる菌体から脂質又は核酸を抽出したかすを乾燥したもの

■ 菌体肥料の公定規格 （原料、 製法定義等）
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分類番号 原料の種類 原料の条件

十五 食品等工場活性沈殿物

別表第三 一

二

三

四

五

六

七

八

九

食料品製造業

清涼飲料製造業

酒類製造業

茶 ・ コーヒー製造業

配合飼料製造業又は単体飼料製造業

パルプ製造業

樹脂製造業 （パルプを原料として使用するものに限る。）

発酵工業

ゼラチン製造業 （なめし皮革くずを原料として使用しないものに限る。）

【解説】

別表第三の規程は、 日本標準産業分類が

基となって定められています。

原料規格第二

別表第三に掲げる業において副産された主産物製造廃水を活性スラッジ法により浄化する際に得られる

菌体を濃縮、 消化、 脱水又は乾燥したもの

主成分別表第一

一

二

三

四

五

六

七

八

九

十

十一

十二

十三

窒素全量を保証するものにあつては

窒素全量

アンモニア性窒素を保証するものにあつては

アンモニア性窒素 

硝酸性窒素を保証するものにあつては

硝酸性窒素

りん酸全量を保証するものにあつては

りん酸全量 

可溶性りん酸を保証するものにあつては

可溶性りん酸 

く溶性りん酸を保証するものにあつては

く溶性りん酸 

水溶性りん酸を保証するものにあつては

水溶性りん酸 

加里全量を保証するものにあつては

加里全量

く溶性加里を保証するものにあつては

く溶性加里 

水溶性加里を保証するものにあつては

水溶性加里 

アルカリ分を保証するものにあつては

アルカリ分 

可溶性石灰を保証するものにあつては

可溶性石灰 

く溶性石灰を保証するものにあつては

く溶性石灰 

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

5.0

1.0

1.0

十四

十五

十六

十七

十八

十九

二十

二十一

二十二

二十三

二十四

二十五

水溶性石灰を保証するものにあつては

水溶性石灰 

可溶性けい酸を保証するものにあつては

可溶性けい酸 

水溶性けい酸を保証するものにあつては

水溶性けい酸 

可溶性苦土を保証するものにあつては

可溶性苦土 

く溶性苦土を保証するものにあつては

く溶性苦土 

水溶性苦土を保証するものにあつては

水溶性苦土 

可溶性マンガンを保証するものにあつては

可溶性マンガン 

く溶性マンガンを保証するものにあつては

く溶性マンガン 

水溶性マンガンを保証するものにあつては

水溶性マンガン 

く溶性ほう素を保証するものにあつては

く溶性ほう素 

水溶性ほう素を保証するものにあつては

水溶性ほう素 

一から二十四までに掲げるもののほか可溶性硫

黄を保証するものにあつては、 一から二十四ま

でに掲げるもののほか

可溶性硫黄 

1.0

5.0

5.0

1.0

1.0

1.0

0.10

0.10

0.10

0.05

0.05

1.0

備考

一

二

三

四

粉砕、 濃縮、 脱水、 乾燥等の加工を行ったものを含む。

規則第四条第四号に掲げる材料又は水を使用したものを含む。

中和又はｐHを調整する目的で別表第二に掲げる原料を使用したものを含む。

排水処理施設から生じた汚泥以外のものであること。
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氏名及び住所  ○○○○株式会社

  代表取締役 ○○ ○○

  ○○県○○市○丁目○番地○

肥料の種類  菌体肥料

肥料の名称  ３． ０菌体肥料 1 号 

保証成分量その他の規格

 保証成分量 （％） 窒素全量 　　３． ０ 

 りん酸全量 　１． ０

 その他の規格

 　使用される原料、 含有を許される有害成分の最大量及びその他の

 制限事項は､公定規格のとおり｡

生産する事業場の名称及び所在地

 ○○○○株式会社 関東工場

 ○○県○○市○丁目○番地○

保管する施設の所在地

 ○○県○○市○丁目○番地○

植物に対する害に関する栽培試験の成績 （別紙のとおり）

肥料登録申請書

都道府県知事 ○○ ○○ 殿

（農林水産大臣　○○ ○○ 殿）

令和　○○年　○○月　○○日

○○県○○市○丁目○番地○

○○○○株式会社

代表取締役 ○○ ○○

　下記により生産業者として肥料の登録を受けたいので、 肥料の品質の確保等に関する法律第６条第 1 項

の規定により肥料の見本を添えて登録を申請します。

記

１

２

３

４

５

６

７

2

3

4

5

6

7

8

9

1

■　登録申請書 （記載例）

■　申請先

菌体肥料の規格に適合した上で、保証する主成分の違いによって、登録申請窓口が異なります。

①　都道府県知事登録

 窒素、 りん酸、 加里、 石灰又は苦土のみの成分を主成分として保証するもの

②　農林水産大臣登録 （申請窓口は、 独立行政法人農林水産消費安全技術センター （FAMIC） となります。）

 上記以外の成分を主成分 （ けい酸、 マンガン、 ほう素、 可溶性硫黄） として保証するもの
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8 肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条第１号から第４号までに掲げる事項

肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条第１号

 該当なし。 

肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条第２号

 （使用される原料、 原料規格への適合性が確認できる事項及び生産工程の概要）

（備考）

１　食品等工場活性沈殿物は、 当社カット野菜工場排水を活性スラッジ法により好気性微生

物で浄化した際に得られた菌体であり、 原料規格第２中15の項に該当するものである。

破線内の工場敷地内の配置等の詳細なラインについては、 参考資料のとおりであり、

生活雑廃水由来の物は含まれていない。

２　植物由来物質は、 同工場で発生したカット野菜くずであり、 原料規格第１中2の口項に

該当するものである。

３　凝集促進剤は、〇〇を使用する。

肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条第３号

 該当なし。 

肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条第４号

 （材料の種類、 名称及び使用量）

 脱水促進材として、〇〇を製品重量当たり５％以下使用する。

12

13 14 15

16

1

10

10

11

カット野菜工場排水 曝気槽 反応槽 沈殿槽

凝集促進剤

食品等工場活性沈殿物

脱水促進材

植物由来物質 肥料製品

混合 堆積 発酵

【食品等工場活性沈殿物発生工程】
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■ 登録申請書の記載方法

1

2

3

4

5

6

7

8

9

11

13

14

15

16

17

12

　申請書に誤字･脱字等の記載の不備がある場合､申請書を受理す

ることはできないこととなります｡この場合､収入印紙等 （又は収

入証紙※） についても返却できないことがあります｡代表者印に

よる捨印(訂正印)の押印がありますと､軽微な間違いは申請時等

に訂正できます｡

　収入印紙等 （※） には消印をしないでください｡消印をすると､

無効になってしまいます｡また､できるだけ貼らずに持参又は郵送

してください｡

　農林水産大臣の登録手数料は53,100円です｡(令和4年3月

30日現在､登録免許税を含む)

※ 都道府県知事登録の場合は、 農林水産大臣登録とは異なる

手数料額であり、 各都道府県ごとにも異なります。 また、 納付

方法について、 収入印紙ではなく収入証紙となる場合や収入証

紙による納付手続きを廃止している場合もありますので、 申請を

行う前に必ず登録申請窓口に、 ご確認ください。

　申請者が法人の場合は､法人名及び代表者の氏名を記載します｡

代表者については､代表取締役､会長､専務取締役､理事長等の登

記された代表者のうち､肥料登録について権限を有する者のうち

の1名の氏名を記載します｡

　申請者が法人の場合は､本社の住所を登記簿に記載されている

とおりに都道府県名から記載します｡申請者が個人の場合は､住民

票又は運転免許証等に記載されている住所のとおりに都道府県

名から記載します｡

　虚偽の宣伝を防止するため､登録する肥料に名称を付ける際に､

いくつかのきまりがあります｡詳しくは､FAMICが公表している

「肥料登録申請 （新規登録申請） の手引き」 巻末(参考)｢肥料の

名称のきまり｣をご覧ください｡

http://www.famic.go.jp/ffis/fert/sub2_1st/sub2_1st.html

(1) 記載した保証成分量(%)が､公定規格に適合していることを

よく確認してください｡なお､保証成分量は､当該肥料成分の

最低値を保証するものですから､製品中の当該肥料成分の含

有量は､当然､保証成分量を上回る必要があります｡

(2) 保証成分量の記載順序は､主成分別表第一に記載されてい

る順序のとおりとしてください｡

(3) 保証成分量の小数点以下の桁数は､公定規格の｢含有すべき

主成分の最小量(%)｣の欄に記載されている数値の桁数に合

わせてください｡

　本社と同一の所在地であっても､法人名や個人名だけでなく､｢

本社工場｣のような事業場名と､あわせて所在地を必ず記載してく

ださい｡

　2カ所以上の事業場(工場)で生産する場合は､工場名と所在地

を併記してください｡

(1) 所在地のみの記載でよく､法人名､事業場名､倉庫名等の記載

は必要ありません｡

(2) 生産業者として申請する場合は､必ず生産する事業場の所在

地(いわゆる住所)を記載します｡

　菌体肥料の場合は､植物に対する害に関する栽培試験(植害試

験)の成績が必要です｡申請書の｢保管する施設の所在地｣と｢肥料

の品質の確保等に関する法律施行規則第4条第1号から第4号ま

でに掲げる事項｣の間に､｢植物に対する害に関する栽培試験の成

績(別紙のとおり)｣の項目を追加し､試験成績の書類を､別紙とし

て申請書とともに提出してください。

　菌体肥料の場合は､｢該当無し。｣と記載してください。

(1) 菌体肥料は、原料規格の原料を使用する場合に該当しますの

で､生産工程の概要とともに､原料規格への適合性が確認で

きる事項を記載又は添付してください｡ 記載例にあるカット

野菜工場排水について、別表第三に掲げる業において副産さ

れた主産物製造排水及び活性スラッジ法により浄化する際得

られる菌体であることが判断できるよう、主産物と副産物の

発生工程の図を参考資料として別途添付してください。

原料の食品等工場活性沈殿物の発生工程の記載方法につい

ては、 FAMICが公表している 「肥料登録申請 （新規登録

申請） の手引き」 P26 （汚泥肥料申請書記載例） の破線部

分を参考としてください。

http://www.famic.go.jp/ffis/fert/obj/sub2_touroku.pdf

(2) 材料を使用している場合は､⓰で示す名称で記載してください｡

　原料規格については､原料規格第1･第2の別､分類番号､原料の

種類並びに設定があれば原料条件の記号を記載してください｡

　また、 原料に生活雑排水由来の物が含まれていないことが確認

できるように、 廃水の発生工程について記載するとともに、 工場

敷地内の配置等の詳細なラインに関する資料を添付してください。

　牛等由来の原料を使用する場合は､その原料が製造工程中に脊

柱等が混合しないことや､疾病の発生予防に効果がある加工工程

を経ていることについて､農林水産大臣の確認を受けたものであ

ることを生産工程の備考欄に記載してください｡

　牛等由来の原料を使用し､かつ､供給管理票を交付する場合は､

生産工程の備考欄にその旨記載してください｡

(例)　管理措置として､肥料の出荷ごとに肥料原料供給管理票
を交付する｡

　牛等由来の原料を使用し､動植物質以外の原料又は当該原料の

みを原料とする肥料を全重量の50%以上の含有量となるよう配

合する場合は､生産工程の備考欄にその旨記載してください｡

(例)　管理措置として､動植物質以外の原料のみを原料とす
る肥料(尿素及び塩化加里)を全重量の50%以上の含
有量となるよう配合する｡

　肥料又は肥料の原料となりうるもののほか､以下の効果が実証

された｢材料｣に限り､必要最小量の使用が認められています｡

　ただし、 「摂取防止材」 については、 告示で定められた種類の

資材を定められた数量以上使用しなければなりません。

○固結防止材　○飛散防止材　○吸湿防止材　○沈殿防止材

○浮上防止材　○腐敗防止材　○悪臭防止材　○粒状化促進材

○成形促進材　○展着促進材　○組成均一化促進材

○脱水促進材　○乾燥促進材　○凝集促進材　○発酵促進材

○効果発現促進材　○着色材　○分散促進材　○反応緩和材

○硝酸化成抑制材　○摂取防止材

使用した場合には､材料の種類を上記で示したとおりに､またそ

の材料の物質名､使用量を記載してください｡使用量は､製品(肥

料)当たりの重量の百分率(%)で記載してください｡

使用しない場合は､｢該当なし｡｣と記載してください｡

なお､過去に材料として使用実績がない場合及び使用量が過去の

使用実績と比べて多い場合､原則として効果試験の成績のほか､必

要に応じて植害試験の成績を添付する必要があります｡新しい材料

を使用する場合は､あらかじめ登録申請窓口にご相談ください｡

登録申請書が2枚以上になる場合は､ホッチキス等でとじてください｡

10
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■　添付書類等

ア　分析報告書

　分析は肥料等試験法により実施し、 保証成分及び有害成分の分

析値等を示す分析報告書を添付してください。 分析委託先から、

試験機関名、 分析方法等の必要事項が記載された証明書が発行

されている場合は、 その写しを添付してください。 なお、 分析報

告書は、 自社分析値でも差し支えありません。 その場合は、 下

記の分析報告書の記載例を参考に作成し登録申請書に添付してく

ださい。

イ　植物に対する害に関する栽培試験の成績

　菌体肥料については、 植物に対する害に関する栽培試験(植害

試験)の成績が必要です。 植害試験の方法については、

http://www.famic.go.jp/ffis/fert/sub9.html

　「植物に対する害に関する栽培試験の方法 ・ 解説 （２０２２）」 を

ご覧ください。

ウ　原料規格への適合性が確認できる事項

　菌体肥料に使用する 「食品等工場活性沈殿物 （原料規格第２中

15）」 については、 これらの発生工程の図を添付資料として提出

してください。

　その他に、 原料規格第１に該当する産業副産物を原料として使

用する場合は、 その主産物と副産物の発生工程の図などを添付

資料として提出してもらうことがあります。

　また、 発生工程の図については、 申請書の生産工程とともに記

載することも可能です。

　なお、 具体的かつ詳細な記載については、 登録申請窓口にご

確認ください。

エ　　初めて登録申請する場合には、 申請者が法人の場合は登記簿

抄本等を、 申請者が個人の場合は住民票又は運転免許証の写し

等を提出してください。 これは、 法人の場合には、 法人の名称 ・

代表者の氏名 ・ 本社の所在地が、 登録申請書の記載と相違ない

か、 個人の場合には、 氏名 ・ 住所が、 登録申請書の記載と相違

ないかを確認するために提出して頂くものです。

オ　肥料の見本

　登録申請する肥料の見本を500g以上提出してください。

　肥料の見本を入れた容器(袋)には、

○申請者の氏名又は名称及び住所

○肥料の種類及び肥料の名称

○含有主成分量及び有害成分の含有量(保証する主成分と登録し

ようとする肥料の種類の規格で最大量が定められた有害成分の

分析値のことです。 )

を記載したラベルを貼ってください。

カ　　登録申請する肥料が牛等由来の原料を使用して生産している場

合は、 製造基準適合確認書の写しを添付してください。 輸入業

者の場合は輸出国証明書の写しを添付してください。

詳しくは登録申請窓口にお問い合わせください。

キ　登録証の送付について

　肥料が登録された場合、 登録証が交付されます。 登録証につ

いては、 原則として申請窓口に取りに来ていただくことになって

おりますが、 農林水産大臣登録の登録証を郵送で受け取りたい

方は、 登録証の大きさがA4版ですので、 A4版を折らずに入れ

ることのできる封筒に、 あて先を記載し、 簡易書留分の切手を

貼り、 申請書とともに渡してください。

(簡易書留の場合の郵便料金)

定形外で50gまで120円+簡易書留料金320円=440円(令和

4年3月30日現在)

(注)登録証が1枚約8gあるため、 3枚以上ある場合は、 封筒の

重量を含めると50gを超え、 郵便料金は460円になりますので

ご注意ください。

　また、 都道府県知事登録の登録証の郵送等についての相談は、

都道府県知事の登録申請窓口に直接、 ご相談ください。

　なお、 登録証は本社で保管するとともに、 登録証のコピーを生

産事業場で保管しなければならないことになっております。

ク　収入印紙等

　登録手数料として収入印紙等が必要となります。

収入印紙等には消印をしないでください。 消印をすると無効に

なってしまいます。 また、 できるだけ貼らずに持参又は郵送して

ください。

　農林水産大臣の登録手数料は53,100円(令和５年〇月〇日現

在､登録免許税を含む)です。 農林水産大臣の登録の申請の際に、

収入印紙を登録申請書とともに提出してください。

　都道府県知事登録の場合は、 農林水産大臣登録とは異なる手

数料額であり、 各都道府県ごとにも異なります。 また、 納付方

法について、 収入印紙ではなく収入証紙となる場合や収入証紙

による納付手続きを廃止している場合もありますので、 申請を行

う前に必ず登録申請窓口に、 ご確認ください。

（分析報告書の記載例）

分析報告書

肥料の種類 ： 菌体肥料

肥料の名称 ：〇〇〇〇〇〇〇〇

令和　〇〇年　〇〇月　〇〇日

分析場所 ：〇〇〇〇株式会社△△△△△工場品質管理課

*1　別に、 「分析方法は肥料等試験法」 と記載し、 試験法の記号のみでもよい。

*2　分析結果が分析機関の定量下限以下であった場合は、 「＜定量下限値」 と表記するか、 「N.D.」 と表記し、

別に定量下限を記載する欄を設ける。

分析項目 分析結果 （単位） 分析方法 *1 備考

窒素全量 〇〇％ 現物肥料等試験法 (2020)4.1.1.a ケルダール法

アンモニア性窒素 〇〇％ 現物肥料等試験法 (2020)4.1.2.a 蒸留法

カドミウム ＜0.1㎎/㎏　*2 乾物肥料等試験法 (2020)5.3.a フレーム原子吸光法

水分 〇〇％ －肥料等試験法 (2020)3.1.a 乾燥器による乾燥減量法
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原料規格に定められている活性スラッジ法とは、 どのような水処理方法ですか。 活性スラッジ法に該当し

ない水処理方法は、 例えばどのようなものがありますか。

　活性スラッジ法とは、 好気性微生物に水中の有機物を処理させる活性汚泥法のことをさします。 なお、

活性スラッジ法に該当しない処理方法としては、例えば、嫌気性微生物によるメタン発酵処理などが該当し、

このような処理方法は、 原料規格の原料の条件を満たしません。

食品工業の水処理施設から発生した汚泥のままの状態、 たとえば固いペースト状のものでも規格 （濃縮等

を行い保証成分を満たす） を満たせば肥料登録できますか。

　菌体肥料の公定規格では、 液状や粉状などの形状についての定めはありませんので、 どのような形状の

ものであっても、 原料、 含有すべき主成分の最小量、 含有を許される有害成分の最大量 （％） 及びその

他の制限事項の規定を満たせば登録が可能です。

バークやゼオライト等は使用できますか。

　菌体肥料については、 一定の品質を保証できるよう、 原料規格第一及び原料規格第二中十五に該当する

もののみを原料として指定しているところであり、 バークやゼオライトはそれらに該当しないため、 原料と

して使用することはできません。

　一方、 肥料の状態または効果を増進するため一定の目的をもったものを材料として添加することは認め

られています。 発酵促進材等としてバーク又はゼオライトを使用するといった場合は、 材料としての使用

の可否を登録調査時に判断することになります。 材料は、 その効果及び安全性が確認され、 材料としての

効果が発現する必要最小量の使用が認められます。 これらを確認するために必要な資料については、 各

登録窓口にご確認ください。

食品等工場活性沈殿物について、 例えば製造工程上で添加する添加物の有無、 又は工場内部や排水処理

施設内の機器洗浄液水が混合することがありますが、 菌体肥料の登録に問題ないでしょうか。

　菌体肥料の原料となる食品等工場活性沈殿物について、 原料規格第二中十五において、 「別表第三に掲

げる業において副産された主産物製造廃水を活性スラッジ法により浄化する際に得られる菌体を濃縮、 消

化、 脱水又は乾燥したもの」 と定められております。

　このことから、 別表第三に掲げる業に該当するのであれば、 その工場内で主産物を製造する際に添加物

を使用していても、 菌体肥料への登録は可能です。

　また、 工場内部の機器や工場の排水処理施設の機器洗浄水の混入については、 実際の洗浄方法等ととも

に登録窓口においてご相談ください。

　なお、 主産物製造を行う工場の行程とは異なる、 例えば事務所や従業員の休憩所等の生活雑排水が含ま

れる場合は、 菌体肥料の要件を満たしませんので留意が必要です。

従来の工業汚泥では、 原料に認められていた動物の排せつ物は菌体肥料にも使用可能ですか。

　菌体肥料に使用可能な原料については、 原料規格第二中十五の原料の他、 これに原料規格第一に掲げる

原料を混合したものを堆積又は攪拌し、 腐熟させたものとなっております。 問いにありますような動物の

排せつ物は成分が安定しておらず、 成分の保証が困難となることから、 菌体肥料の原料に使用することは

出来ません。

（農林水産省消費・安全局農産安全管理課監修）
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菌体肥料のその他制限事項に、 「植害検査の調査を受け害がみとめられないものであること。」 とあるが、

具体的にどのような対応をすればよいのか。

　菌体肥料については、 登録申請を行う際に、 肥料製品において植物に対する害に関する栽培試験の成績

（以下 「植害試験の成績」 という。） を提出することと定められております。

　植害試験の成績については、 「肥料取締法の一部改正に伴う今後の肥料取締まりについて」 （昭和59年

４月18日付け農蚕第1943号農蚕園芸局長通知） をご確認ください。

菌体肥料の生産に係る原料帳簿については、 「産廃用マニュフェスト」 を保管することで原料帳簿を備え付

けているとして問題ないか。

　菌体肥料については、 原料規格に記載された原料を使用する肥料の種類に該当することから、 使用原料

に関して原料規格への適合性が確認できる事項を原料帳簿に記載することが、 義務付けられています。 記

載する項目については、 使用した原料の種類、 使用量、 入手先 （購入した相手先）、 原料規格への適合性

が確認できる事項として原料の発生元 （実際にその原料が製造される場所）、 発生工程となります。

　これらの事項が網羅されているのであれば、 産廃用マニュフェストを活用することも可能ですが、 通常、

発生工程については産廃用マニュフェストに記載されないものと思われますので、 別途、 発生工程につい

ての記録 ・ 保管を行う必要があります。

菌体肥料の登録を受けた後に、 別の発生工程から生じた食品等工場活性沈殿物を原料として追加した場合

は、 その都度、 植害試験を行わなければなりませんか。

　菌体肥料については、 使用する原料がその業態からして変化が少なく、 一定の品質を担保できるため、

汚泥肥料等とは異なる規格 （成分保証が可能な規格） として、 新たに設定されたものです。 そのため、

一定の肥料成分を保証できるよう登録時に複数の原料を使用する場合は、 それら全ての原料を使用 （若し

くは一部の組み合わせ） した製品にて品質等を確認しています。 登録後、 食品等工場活性沈殿物を追加等

する場合は、 当該生産される肥料が登録時と同様の品質等を担保できない可能性もあることから、 新た

な登録の必要性について各登録窓口にご相談いただくようお願いいたします。

現在、複数の工場で発生する食品工業由来の菌体を混合して汚泥肥料の登録を受け製造しています。 今後、

菌体肥料として登録する場合、 全ての食品工場の菌体を 「主産物と副産物の発生工程図」 として提出する

必要がありますか。

また、 汚泥以外の全ての原料についても、 製造工程図が必要ですか。

　菌体肥料の登録を受ける場合は、 公定規格への適合性を判断するため、 原料となる菌体が、 原料規格

第二中の十五の食品等工場活性沈殿物に該当するかを示していただく必要があります。 よって、 複数の工

場から発生する菌体を原料とする場合は、 全ての工場について、 原料規格への適合性が判断できる資料

の提示をお願いします。

従来の汚泥肥料の保証票における原料の記載では、 「食品工業汚泥」 と一般的な名称を表記していたが、

菌体肥料の原料の記載については、 「食品等工場活性沈殿物」 という記載で良いか。

　菌体肥料の保証票における原料の記載については、 原料規格第二中の十五の 「食品等工場活性沈殿物」

と記載してください。

（農林水産省消費・安全局農産安全管理課監修）
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